
Congratulations

「第33回芝山はにわ祭写真コンクール」

　昨年の「芝山はにわ祭」をテーマに開催された、「写真コンクール」。当日の悪天候にも関わらず、27名
より 103 作品の応募がありました。プロカメラマンによる審査の結果、見事選出された優秀作品をご紹介
します。（順不同・敬称略）

◎最優秀賞（１作品）

芝山はにわ祭実行委員長賞
『巫女舞』 南波 靖一郎（匝瑳市）

◎優秀賞（５作品）
  芝山町長賞
『雨ニモマケズ』
歌田　めぐみ（習志野市）

  芝山町商工会長賞
『未来を見つめて』
高宮　貴彦（習志野市） ◎

特
別
賞
（
８
作
品
）

・
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
雨
に
舞
う
』

　青
柳

　幹
市
（
東
庄
町
）

・
千
葉
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
実
り
を
捧
ぐ
』

　栖
原

　勝
男
（
八
街
市
）

・
日
本
航
空
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　『
ひ
よ
こ
と
仲
良
し
』

　磯
部

　博
之
（
匝
瑳
市
）

・
全
日
空
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
真
剣
な
舞
』

　大
野

　陽
子
（
我
孫
子
市
）

・
日
本
オ
ー
チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー
タ
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　『
道
が
生
ま
れ
ゆ
く
』

　小
澤

　栄
二
（
富
里
市
）

・
コ
ク
ヨ
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
巫
女
の
舞
』

　泉

　英
伸
（
千
葉
市
）

・
千
葉
県
写
真
連
盟
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
美
少
女
』

　角
田

　吉
信
（
香
取
市
）

・
九
十
九
里
地
域
観
光
連
盟
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『
気
配
』

　山
口

　正
明
（
南
房
総
市
）

◎
入
選
（
１
作
品
）

・
『
ハ
イ
・
タ
ッ
チ
』

　
　
　
　
　
　
　米
須

　久
彌
（
茨
城
県
神
栖
市
）

  芝山町議会議長賞
『未来を見つめて』
池嶋　清（八街市）

  芝山町教育委員会
  教育長賞
『仲良し』
江波戸　昭（匝瑳市）

  芝山町観光協会長賞
『仲良し古代人の童』
秋葉　俊秋（横芝光町）

　昨年の「芝山はにわ祭」をテーマに開催された、「写真コンクール」。当日の悪天候にも関わらず、27名

カメラ越しの古代
新
春
の
神
事

　
１
月
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
、
町

内
の
各
地
区
で
「
オ
ビ
シ
ャ
」
と
い
う

神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ビ
シ
ャ

と
は
弓
で
的
を
射
て
そ
の
年
の
豊
作
を

占
う
行
事
で
あ
り
、
馬
に
乗
り
矢
を
射

る
「
騎
射
」
に
対
し
て
、
歩
い
て
矢
を

射
る
こ
と
か
ら
「
歩
射
」
の
字
が
当
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
関
東
地
方
の
と
り
わ
け
千
葉
県
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
内
容
は
多
様
で

中
に
は
弓
を
射
る
神
事
が
伴
わ
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
町
で
行
わ
れ
て
い
る

オ
ビ
シ
ャ
は
弓
を
射
ら
な
い
も
の
で

す
。
昨
年
の
広
報
３
月
号
で
は
白
桝
の

男
オ
ビ
シ
ャ
と
新
井
田
の
女
オ
ビ
シ
ャ

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
殿

部
田
の
男
オ
ビ
シ
ャ
と
加
茂
の
女
オ
ビ

シ
ャ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

殿
部
田
の
男
オ
ビ
シ
ャ

　
殿
部
田
の
男
オ
ビ
シ
ャ
は
1
月
6
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
正
午
頃
、
ほ
ら
貝
を

吹
い
て
地
区
内
を
回
り
、
オ
ビ
シ
ャ
の

始
ま
り
を
告
げ
ま
す
。
集
会
所
に
集

ま
っ
た
地
区
の
男
性
は
、
神
主
に
よ そ

の
三
．
オ
ビ
シ
ャ

芝
山
の祭
り

る
神
事
の
後
、「
酒
相
撲
」
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
区
の
人
た
ち
が
東
西
に

別
れ
、
行
司
2
人
の
進
行
に
よ
っ
て
杯

を
開
け
て
い
く
儀
式
で
す
。
傍
ら
に
は

豆
腐
と
海
草
が
用
意
し
て
あ
り
、
下

戸
の
人
は
つ
ま
み
に
す
る
そ
う
。「
今

は
酒
を
飲
め
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
か

ら
、
昔
よ
り
杯
が
小
さ
く
な
っ
た
ん
だ

よ
」
と
地
区
の
人
は
話
し
て
く
れ
ま
し

た
が
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
盛
り
上
が
る

殿
部
田
の
人
々
の
様
子
は
、
昔
と
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

祭
り

加
茂
の
女
オ
ビ
シ
ャ

　
加
茂
の
女
オ
ビ
シ
ャ
は
、
１
月
第
３

日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
（
今
年
は
１
月

17
日
）。
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
１
班
が
当
番
と
な
っ
て
他
の

班
の
お
客
さ
ん
を
も
て
な
し
ま
す
。
正

午
頃
に
集
会
所
へ
集
ま
り
、
お
は
ら
い

と
玉
串
奉
て
ん
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
取
り
仕
切
る
の
は
「
カ
ミ
モ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
人
で
、
世
襲
制
で
す
。
こ
れ

が
終
わ
る
と
宴
会
と
な
り
、
当
番
の
人

た
ち
が
お
客
さ
ん
に
酒
を
つ
い
だ
り
、

話
を
し
た
り
と
接
待
を
し
ま
す
。

　
宴
会
が
ひ
と
段
落
す
る
と
、
汁
椀
の

ふ
た
を
杯
に
し
て
酒
を
飲
み
ま
す
。
こ

れ
が
終
わ
る
と
、「
オ
ツ
イ
ダ
チ
」
を

行
い
ま
す
。
カ
ミ
モ
ト
を
は
さ
ん
で
両

親
が
健
在
な
人
と
出
産
が
近
い
人
や
子

ど
も
を
授
か
り
た
い
人
が
座
り
、
杯
を

交
わ
し
て
安
産
や
子
孫
繁
栄
を
祈
り
ま

す
。

　
続
い
て
今
年
の
当
番
と
来
年
の
当
番

が
座
り
、
当
番
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

す
。
杯
を
交
わ
し
た
後
、
新
し
い
当
番

は
神
様
を
襟
元
に
入
れ
、
家
に
着
く
ま

で
は
振
り
向
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

宴
会
の
最
中
に
話
を
聞
く
と
、
以
前

は
田
楽
を
「
タ
コ
」「
タ
ル
」
と
い
う
も

の
に
刺
し
た
飾
り
を
作
っ
た
り
、
芸
達

者
な
人
が
演
芸
を
行
っ
た
り
と
、
今
よ

り
も
大
掛
か
り
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。「
現
在
は
内
容
が
簡
素
化
し
て
い
ま

す
が
、
地
区
全
体
の
女
性
が
集
ま
る
唯

一
の
場
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

殿部田の男オビシャの飾りつけ

来年の当番の襟元に神様を入れる

酒相撲では外野から「もっと飲め」と声が飛ぶ

最後に皆で飾りを持ち上げる
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